





















































野，TE 野で処理されている（Van Essen, et al., 1992）．V1 には線分の傾きやコント
ラストといった単純な特徴に応答する神経細胞が存在するが，腹側視覚路終端の
TE 野では，顔等を含む中程度に複雑な図形特徴に応答する神経細胞が存在する




de Beeck and Vogels, 2000）．この受容野が大きくなっていく過程は，V1 では小さ
な受容野を持つ複数の単純細胞が 1 つの複雑細胞に収斂することで，複雑細胞の
受容野が単純細胞に比べ少し大きくなるというモデルで説明されており（Hubel 






























知られている（Reynolds, et al., 1999）．また，V4 や物体の動きの情報の処理に関
わる背側視覚路に存在する MT 野では，注意を向けた視野中の領域に向かって受




下，覚醒下のサルに 2 種類の行動実験を行わせ，その際の TE 野の応答潜時と応
答強度の変化を多点電極による細胞外記録によって計測した．行動実験は，サル
が画面中心の点を固視している間に背景画面に視覚刺激を提示し受容野を計測す
る Fixation task と，サルが画面中心の点を固視しつつ，画面側方の点の照度の変
化に空間的注意を向けている条件下で，背景画面に視覚刺激を提示し受容野を計
測する Attention task が行われた． 































の差が見られるかを検証した．しかし V4 は TE 野より受容野が小さく，中心視野
領域と周辺視野領域を含むような大きな受容野を持つ細胞がほとんど見られない




第 4 章では，第 3 章に記された結果を考察した．本研究では，前述した従来の









de Beeck and Vogels, 2000），この仮説を支持している．これに対し第二の仮説は，







辺視野の間の潜時の差は，V4 から TE 野の間には複数の投射経路が存在すること
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